
 
 

 
 
 

 
 

 
新年度スタート！ 

「地域とともにある学校」の取組を一層進めます。 
                    帯広市立つつじが丘小学校長  野上 泰宏 

 

  ４月８日に始業式・入学式を行いました。たくさんのご来賓、保護者の皆様が見守る中、３９名の新入生

がやや緊張しながらも大変立派な態度と姿勢で入学式に臨みました。大きな声で挨拶と返事もでき、これか

らの活躍と成長に大きく期待をするところです。 

 

◇     ◇     ◇     ◇     ◇     ◇     ◇     ◇   

今年度の本校教育の重点を「挨拶を交わし、きま

りを守り、学び合う つつじが丘小学校」としまし

た。「あいさつ」については、昨年度の学校評価ア

ンケートや地域ボランティァの方々との意見交換、

先生方の間でも、多く話題になった項目です。「気

持ちのいい挨拶ができる子が増えてきた」という意

見もある反面、「できる子とできない子の差がある」

「自分に挨拶されているのが、気がつかない子もい

る」などの意見も出されました。そこで、特に低学

年では、子供の視界に入るように挨拶を交わすこと

に留意しながら、「すすんで挨拶できる＝先手あいさつ」を浸透させていきたいと考えています。「コミュニ

ケーション能力」がますます重要視される現代社会。しっかりあいさつできることは、これから自分の夢の

実現に向かっていく子供達にとって不可欠なことと考えています。 

次の「きまりを守る」ということですが、規範意識の徹底だけが「当たり前」ではありません。「集団生

活においてなぜルールが必要なのか」「交通ルールを守ることが自分の命を守ることになる」など、自分で

考え判断して正しい行動ができるための「きまりの意義や必要性」を考えることに主眼を置くということで

す。そのことから、相手を思いやる気持ちや協力する大切さを子供達は気付くことにつながります。 

最後の「学び合う」は、「仲間とともに楽しく・深く学び合う」ことに力を入れていきます。「楽しく学ぶ」

とは、ただ授業が面白いというのではな

く、勉強した結果「わかった」「気がつい

た」「ひらめいた」など、マンガで言えば

頭の上にある吹き出しに電球の明かりが

つくような、そんな楽しさを大事にしてい

きたいと思います。そのことが、さらに学

んでみたいという意欲や社会とのつなが

りを意識した学びに発展し、学びがより深

くなるものと思います。今年度も本校の教

育活動に一層のご理解とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 

 

帯広市立つつじが丘小学校                         平成３１年４月２３日 

        

 

 

 

文責  野上泰宏 
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挨拶を交わし、きまりを守り、学び合う

つつじが丘小学校

【今年度の教育の重点】
本年度の重点

（1）すすんであいさつ「先手あいさつ」ができる

（2）きまりを守ることが「当たり前」と感じる

（3）仲間とともに「楽しく・深く」学び合う

【今年度の教育の重点】
目指す子供の姿



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 


